
本年度も、4・5年生対象に三重県が実施する「みえスタディ・チェック」を4月19日・20日に行いまし
た。その結果の集計・分析についてお知らせします。

No.１２ 令和４年９月３０日
校長 西口 昌毅

みえスタディ・チェックとは・・・
これまでに行われてきた「全国学力・学習状況調査」等の解答状況を分析して三重県教育

委員会が作成した問題で、県下の小学校４・５年生が取り組んでいます。算数、国語、理科の３
教科で前学年までに学習した内容が出題され、前の学年に学習したことの定着度を測るもの
です。
４年生は算数と国語の２教科で、それぞれ２０分で取り組みました。５年生は、算数、国語、理

科の３教科で、各４０分で取り組みました。

4年生 Ｒ４年度 Ｒ３年度
国語 川崎小 ６８．６％ ６８．７％

三重県 ５９．３％ ５６．８％

4年生 Ｒ４年度 Ｒ３年度
算数 川崎小 ５３．３％ ６８．１％

三重県 ５３．３％ ５９．０％

５年生 Ｒ４年度 Ｒ３年度
算数 川崎小 ５０．６％ ６１．１％

三重県 ５５．８％ ５７．０％

５年生 Ｒ４年度 Ｒ３年度
国語 川崎小 ５５．１％ ７５．１％

三重県 ５２．３％ ６０．８％

５年生 Ｒ４年度 Ｒ３年度
理科 川崎小 ４２．３％ ４７．３％

三重県 ５４．１％ ５０．９％

みえスタディ・チェックの結果 【平均正答率（％）】

４年生 ５年生

Ｒ３～４年度の２年間の結果を表にしました。

三重県の結果と比べてみると、Ｒ４年度は、５年生の算数と理科が県平均を下回り、国語は４・５年生ともに県平均を上
回っています。（特に５年理科は１１．８ポイント下回っています。）
年度によって、問題や受験者が異なるために一概には比較できませんが、川崎小学校の児童にとって、特に理科の学

習の定着に課題が見られることがわかります。

％

％三重県の平均正答率を上回ったもの

三重県の平均正答率を下回ったもの

≪９月児童会目標
気持ちの良いあいさつをしよう≫

～川崎小学校の子どもたちに見られる傾向～
【４年生国語】
・県の平均正答率を大きく上回る問題が多く、基礎的な知識や技能は比較的定着している。
・文中にある指示語が何を指しているのか読み取る問題に課題がある。
【４年生算数】
・県の平均正答率と同じである。ただし、正答率が８０％を超える問題はなく、基礎的な知識や技能
の定着に課題がある。
・昨年度の課題であった分数の問題については正答率が上がっている。
【５年生国語】
・県の平均正答率を若干上回っているが、平均正答率自体が低めである。
・漢字の書き取りは、問題によって正答率の差がある。
【５年生算数】
・県の正答率を若干下回っている。
・全問題の半分の正答率（５０．６％）なので、基本的な知識・技能の定着が今後も必要。
【５年生理科】
・県の平均正答率を大きく下回っている。以前からの傾向が続いている。
・問題別に見たとき、県の正答率より２０ポイントほど低い問題もあり、基本的な知識・技能の定着に
課題がある。



～児童が苦手としている問題から～

【4年国語】

４年生国語６二の問題は、話し合いの内容を正確にとらえてまとめることができるかが出
題の趣旨です。「条件に合わせて書く」ことと「字数制限内で書く」ことが必要です。条件
は、「全て取り上げること」となっているので、①「外国の人といっしょに折ることができ
る」②「折ったものを記念に残すことができる」③「色やもようがきれい」の3つを落とさず
に書く必要があります。また、「～から」という理由を述べる言い方に合うように答えます。
話の内容を理解するのはもちろんのこと、問題文を読んで求められることをつかみ、解答文
を作る必要があります。４年生国語２では、「そこ」という指示語はどの場所を指している
かを問う問題です。５年生国語４一は、主語と述語の関係がとらえられるかという問題です。

【正答例】
外国の人といっ
しょに折ることや、
折ったものを記
念にのこすこと
もでき、色やもよ
うがきれいだ
（44字）

【正答】
イ

小４国語６二の正答率

川崎小 11.1

三重県 18.3

【５年国語】

小５国語４一の正答率

川崎小 22.2

三重県 33.1

【４年国語】

小４国語２の正答率

川崎小 47.9

三重県 64.6

【正答】
ウ



小５算数１１（１）
の正答率
川崎小 19.8

三重県 37.1

小４算数７（１）の
正答率
川崎小 39.7

三重県 55.8

【５年算数】

【正答】
からあげが好きな人のほうが4人多
いです。

【４年算数】

４年生算数７（１）の問題は、棒グラフの目盛りに着目して、必要な数値や差をよ
みとる問題です。棒グラフの１目盛りが、2人分を表していることに気づかないと、
「2人多いです」と答えてしまいそうです。グラフをよみとる時は、まずは、何を表し
ているのか、単位は何で、１目盛りはどれだけなのかを見極めることが不可欠である
ことを確認していく必要があります。

５年生算数１１（１）は、長方形を組
み合わせた図形の面積の求め方を説明で
きるかという問題です。長方形を切り
取って上の方にくっつけたときにできた
１つの長方形の縦の長さを式で表すもの
です。昨年度も同様の問題でつまずく子
どもが多かったです。問題を読んで、そ
の状況を式で表すことや、なぜその式に
なるかなど、考えの過程を明らかにしな
がら立式していく学習に力を入れる必要
があります。引き続き、授業の中で、自
分の考えを図や式で表すことや友だちが
考えた式の意味を説明する活動などを大
切にしていきます。



【5年理科】
小５理科 ３（１）の
正答率

川崎小 24.7

三重県 50.9

５年生理科３（１）の問題は、星の位置
や並び方を観察する際の注意事項を理
解し、正しい観察方法を身に付けているか
どうかを問う問題です。星の位置や並び
方が時間によって変化するかどうかを調
べるという目的であるのに、みさきさんの
調べ方は、位置がどこかわからない、やす
ひろさんの調べ方は、１つの星座の動きを
調べていない、りえさんは、時間ごとに方
角をかえてしまっているといった点がよく
ないことに気づかなければなりません。理
科では、目的に合わせて、変えてはいけな
い条件と変えるべき条件を設定し、比較す
ることで結果が見つかるという手法を学
ぶことが大切です。また、実際に体験する・
やってみることが重要です。

小５理科 ５（５）
の正答率

川崎小 16.0

三重県 43.5

【正答】
ア

【正答例】
空気の体積は小さくなるが、水の体積は変わらないから。
空気はおしちぢめることができるが、水はおしちぢめることができないから

【5年理科】

５年生理科５（5）の問題は、
閉じ込められた空気と水の性
質を、空気と水を注射器に入れ
ておし縮めたときの体積変化に
適用し、その理由を説明する問
題です。注射器の目盛りから、
ピストンを押して縮んでいるの
は空気の部分だけということを
見つけるとともに、空気と水の
両方の性質に触れてわけを書
くところに難しさがあります。



Ｒ４年度のみえスタディ・チェックでは、生活習慣や学習環境等に関することを問う「生活のアンケート」の調査が初めて
ありました。内容は、６年生の全国学力・学習状況調査の児童質問紙に準じたものとなっています。特に顕著な傾向がある
ものを表にしました。数値は、「当てはまる」または「どちらかと言えば当てはまる」を選んだ子どもたちの割合です。
（表の―の部分はデータがないもの）

％ 県平均を上回ったもの ％県平均を下回ったもの

【豊かな人間性（自己有用感 地域への関心
等）に関すること】

家で自分で計画を立て
て勉強をしている。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６６．２％ ６９．４％
三重県 ７３．７％ ７１．４％

毎日同じくらいの時刻に
起きる。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７５．７％ ９６．５％
三重県 ８６．４％ ８９．５％

毎日同じくらいの時刻に
寝る。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６３．５％ ８３．６％
三重県 ７６．５％ ７９．５％

【生活習慣・学習習慣に関すること】

将来の夢や目標をもっ
ている。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７４．３％ ８８．２％
三重県 ８７．７％ ８６．３％

自分には、よいところが
あると思う。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６７．６％ ８４．７％
三重県 ８１．８％ ７８．２％

地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考える。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６２．１％ ６２．３％
三重県 ６７．３％ ６６．１％

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たり1時間以上、
勉強をする。（塾や家庭
教師も含む）

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ３７．９％ ４２．３％
三重県 ４６．８％ ５０．３％

普段（月曜日～金曜日）
1日あたり30分以上、読
書をする。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ３５．２％ ３６．４％
三重県 ４２．９％ ４０．２％

今住んでいる地域の行
事に参加している。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ４７．３％ ６２．３％
三重県 ６４．５％ ６３．６％

難しいことでも、失敗を
恐れないで挑戦してい
る。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ８７．８％ ９１．７％
三重県 ８３．２％ ７９．１％

将来の夢と目
標をもつことにつ
いては、5年生は9
割近いのですが、
4年生は7割台。
また、自己肯定感
に関する項目も、
5年生は8割台で
すが、4年生は低
め。自己肯定感は
最も大切な気持
ちと考えます。個々
の子どもを認める
場づくりが必要で
す。

早寝早起きに
関しては、県と比
べても、4年生に
不規則な傾向が
目立ちます。

今後も自主学
習の奨励を続けま
す。「家庭学習の
手引き」にあります
ように、宿題30分
+自主学習（学年
×10分）を目安に、
家庭での声かけを
お願いします。

「挑戦する心」は、
4・5年生ともに県
平均を上回りまし
た。

地域行事への参
加や、地域につい
て考えることにつ
いては、県と比べ
て低めです。
地域や社会に目
を向けて学習する
機会を大切にして
いく必要がありま
す。

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たりのゲームの
時間が２時間以上。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６４．９％ ６２．３％
三重県 ４５．７％ ５１．３％

ゲームの時間は、
4年生、5年生とも
に県と比べても、明
らかに長いことが
わかります。
反対に、家庭学
習の時間は少なめ
です。せめて、ゲー
ムと勉強の時間が
逆転したら…と思う
のですが・・・。

4年生、5年生と
も読書の時間も県
平均に比べて低い
です。川崎小の目
標：１年間一人100
冊が達成できますよ
うに。

【学校生活、授業等の教育活動
に関すること】
学校へ行くのは楽しい。 Ｒ４年度

４年生
Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７８．３％ ９０．６％
三重県 ８５．７％ ８４．４％

算数の勉強は好き。 Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ６３．５％ ７１．８％
三重県 ８７．０％ ８６．７％

算数の授業内容はよく
わかる。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ９０．５％ ８３．６％
三重県 ７３．９％ ６７．８％

国語の勉強は好き。 Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ５６．７％ ７０．６％
三重県 ６７．５％ ６１．９％

国語の授業内容はよく
わかる。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７８．４％ ８５．８％
三重県 ８７．７％ ８８．１％

前の学年までに受けた
授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでい
た。

Ｒ４年度
４年生

Ｒ４年度
５年生

川崎小 ７３．０％ ８２．３％
三重県 ８２．３％ ７９．６％ 4年生は、国語

が好きではない子
が多いようです。
逆に5年生は県に
比べて国語が好き
な子が多いようで
す。また算数と比
べて、4年生は国
語の授業が分か
りにくいと感じてい
る子が多いようで
す。わかりやすさを
意識した授業づく
りを研究していく
必要があります。

学校が楽しいのが何よりです。5年生は、結構高
い数値が出ています。どの学年、学級も、みんなで
「居心地の良い学年・学級づくり」を目指します。

算数が好きな
子がかなり少な
い傾向にあります。
授業内容はよくわ
かると答える子が
多いのになぜな
のかな。わかりや
すい授業に加え、
算数の面白さや
不思議さに注目
して授業づくりを
考える必要があり
ます。

課題を見つけ、それを解決するという学習活
動を大切にした授業づくりを今後も継続してい
きます。そのためにも、話し合いの場で、互いの
意見を出し合い、練り上げる場面を意図的に設
定する必要があります。



６年生「全国学力・学習状況調査」と、
４・５年生「みえスタディ・チェック」の結果を受けて

今回の学力に関するデータは、その学年だけに限らず全ての学年における指導の在り方に結
びつくものです。したがって、結果の分析をもとに、川崎小学校における課題と、その克服に向け
てこれからの指導で特に取り組んでいくことを全ての教員間で共有し、1～6年生の日々の授業
等において意識的に実践を進めてまいります。

これからの指導で特に取り組んでいくこと

国 語
１．主語と述語の関係を読み取る力を身に付けさせる。

（主語と述語は2年生から指導）
２．指示語が何を表しているのか読み取る力を身に付けさせる。
３．長文を読むことに慣れさせる。（学年に応じた読み物を読む。本の紹介）
４．話し合い活動を充実させる。

算 数
１．低学年のうちから、正しく計算する力を身に付けさせる。

（家庭学習、授業はじめの5分や、ぐんぐんタイムの活用）
２．立式の際に、なぜその式になったのか説明する力を身に付けさせる。

（ロイロノートで考えを子ども同士で伝える。）
３．棒グラフや表から、求められているものを正確に読み取る力を身に付けさせる。

（グラフや表からわかることを文でまとめる。説明する。）
４．学習内容と生活体験が結びつくような課題や問題を提示していく。
５．問題を見て、想像したり、見当をつけたりする場面をつくる。

理 科
１．問題を解く機会が、算数や国語に比べて格段に少ないので、eライブラ
リーやプリント等での復習の機会を増やす。
２．問題文・絵・グラフなどから実験の条件を考えたり、結果から分析したり
する機会を充実させる。

【ご家庭で】

学びの土台作りのために、基本的な生活習慣や学習習慣の定着に向け、
以下の取組をお願いします。
～かめやまお茶の間１０選（実践）から～

１．家族でつくろうハッピーリズム・しっかり食べてつくろうカラダ
引き続き、「早寝、早起き、朝ごはん」で規則正しい生活リズムを身に
付けさせましょう。

２．つくって守ろう家族のきまり
自分で計画を立てて家庭学習（宿題、自主学習、予習、復習）をしましょう。
テレビ、ＤＶＤの視聴時間や携帯電話、スマホ、パソコン等の使い方に
ついて、家庭で約束を決めて守りましょう。特に、ゲームの時間に要注意！

３．夢への一歩 家族の力
子どもは話したがり屋です。お子さんの気持ちや考えをありのまま受
け入れ、共感して聞いてあげてください。子どもの自己肯定感を育み、
自信や意欲につながります。


